
岐阜市インターンシップ実施要綱 

平成16年 3月30日決裁 

改正 平成20年 3月28日決裁 

改正 平成26年 3月28日決裁 

改正 令和 2年 3月12日決裁 

改正 令和 3年 1月28日決裁 

（趣旨） 

第1条 この要綱は、学生に対し公務の就業体験（以下「実習」という。）を行わせることに

より、大学等における教育機能を強化し、学生の行政に関する理解を深めるとともに、積極

的かつ優秀な人材の育成に資することを目的として、岐阜市が実施する学生実習生受入制度

（以下「インターンシップ」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（実習対象者） 

第2条 インターンシップの対象者は、大学生であって、次の各号のいずれにも該当すると認

められる者とする。ただし、市長が特に認めた者は、この限りでない。 

(1) 岐阜市に在住する者（将来在住する予定の者を含む。） 

(2) 在籍する大学等から推薦された者 

(3) 行政に関心を有する者 

(4) 実習の成果を今後の研究活動に反映し、自らの資質の向上と自己啓発に努めることがで

きる者 

(5) 服務規律を遵守することができる者 

（実施期間） 

第3条 実習の実施期間は、原則として大学等の夏期休業日中で市長の定めた期間とする。た

だし、実習を許可された者（以下「実習生」という。）が在籍する大学等の代表者と行政部

長の協議の上、変更することができるものとする。 

（実習時間） 

第4条 実習の実施時間（以下「実習時間」という。）は、原則として月曜日から金曜日まで

（国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日を除く。）の午前8時45

分から午後5時30分までとする。ただし、市長が必要があると認める場合は、これを変更す

ることができる。 

（報酬等） 

第5条 市は、実習生に対して、報酬・給料、手当、実習の実施に伴う交通費、食費その他実

習に伴ういかなる経済的負担も負わない。 

（服務） 

第6条 実習生は、実習時間中は専ら所定の実習に従事し、実習目的の達成に努めなければな

らない。 



2 実習生は、実習時間中、市職員が遵守すべき法令、条例等及び実習生の指導、監督等を担

当する職員（以下「実習指導者」という。）の指導、指示等に従わなければならない。 

3 実習生は、市の名誉を毀損するような言動を行ってはならない。 

4 実習生は、実習により知り得た情報（公開されているものを除く。）を漏らしてはならな

い。 

5 実習生は、実習の成果として論文等を外部へ発表等する場合は、事前に市長の承認を得な

ければならない。 

6 実習生は、病気等のため予定されていた実習を受けることができない場合は、実習指導者

にその旨連絡しなければならない。ただし、やむを得ない事情がある場合は、事後速やかに

行わなければならない。 

（誓約） 

第7条 実習生は、誓約書（様式第1号）を、実習の開始前までに市長に提出しなければならな

い。 

2 実習生が在籍する大学等の代表者は、当該実習生の誓約書の内容の遵守について指導を徹

底するとともに、実習の実施に当たり、実習生の傷害保険及び損害賠償保険の加入をあらか

じめ確認するものとする。 

（事故責任等） 

第8条 実習生は、実習中の事故に関しては、自らの責任において対応しなければならない。 

2 実習生は、故意又は過失によって市又は第三者に対して損害を与えた場合は、直ちに自ら

の責任において弁償しなければならない。 

（実習生の受入手続） 

第9条 インターンシップにより在籍する学生を実習させようとする大学等の代表者は、岐阜

市インターンシップ推薦書（様式第2号）及びインターンシップ担当者報告書（様式第3号）

を市長に提出しなければならない。 

2 市長は、次の各号に掲げる条件をいずれも満たす場合に、実習生の実習の受入れを行うも

のとする。 

(1) 希望する実習の目的及び内容が第1条の趣旨に沿ったものであること。 

(2) 実習を希望する学生が、第2条の基準に該当すること。 

(3) 市の業務に支障がないと認められること。 

3 市長は、前項の規定により受入れを行うことを決定した場合は、その旨を大学等へ通知す

るものとする。 

（実習指導者、実習プログラム及び受入部署の役割） 

第10条 実習生が実習を行う部署の長は、実習の円滑かつ適切な実施を図るため、部署内の職

員のうち適当と認められる者を実習指導者として指名するものとする。 

2 実習指導者は、行政部職員育成課長（以下「職員育成課長」という。）と協議の上、イン



ターンシップ実習プログラム（様式第4号）により実習の計画を作成するものとする。 

3 実習指導者は、学生が在籍する大学等の代表者から実習結果等についての報告を求められ

たときは、これを作成し、学生が在籍する大学等の代表者及び職員育成課長に提出するもの

とする。 

（実習の中止） 

第11条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、実習を中止することができ

る。 

(1) 実習生が第6条の規定に違反した場合 

(2) 実習を継続することにより、市の業務に支障が生じ、又はそのおそれが認められる場合 

(3) 前2号に掲げるもののほか、実習の目的を達成することが困難であると認められる場合 

2 市長は、前項の規定により実習を中止する場合は、その旨を当該学生が在籍する大学等の

代表者に通知するものとする。 

（その他） 

第12条 この要綱に定めるもののほか、インターンシップに関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成16年4月1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成20年4月1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和2年4月1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和3年4月1日から施行する。 

 



様式第1号（第7条関係） 

 

誓   約   書 

 
    年  月  日 

 

（あて先）岐阜市長 

 

学  校  名                  

 

学部・学科名                  

 

氏名（自署）                  

 

 

このたび私は、岐阜市インターンシップの実習生として参加することに先立ち、下記事

項を厳守し、実習に専念することを誓約します。 

 

記 
 

1 この誓約書及び法令、岐阜市の条例等を誠実に守ります。 

2 実習期間中に知り得た情報については、実習終了後も一切他言しません。 

3 無断撮影及び図面、文書、物品等の無断持ち出しはしません。 

4 実習担当責任者の指揮及び監督に従います。 

5 職場秩序を守り、実習生として品位品格を損なうことはしません。 

6 無断で欠席、遅刻及び早退はしません。 

7 業務の都合上、実習日及び実習時間の変更がある場合には、これに従います。 

8 故意又は過失により岐阜市に損害を与えたときは、その責を負います。 

9 実習に先立ち、傷害保険及び損害賠償保険に加入します。 

 

 

＊ 上記の実習生が故意又は過失により岐阜市に損害を与えた場合には、当学は岐阜市と

協議の上、誠意をもって対処します。 

 

 

学 校 名                   

 

代表者名                   

 



様式第2号（第9条関係） 

 

岐阜市インターンシップ推薦書 

 

    年  月  日 

（あて先）岐阜市長 

 

学 校 名                

 

代表者名                

 

岐阜市インターンシップの実習生として、下記のとおり推薦します。 

ふ り が な 

学 生 氏 名 

 

 

専攻  学 部 

学科・学 年 
   年 

住    所 

（帰省先） 

 

 

 

電話：    －    －    

携帯：    －    －    

実習の目 的  

希望する実習 

部署と期 間 
(期間は、実施計画書中

の丸囲み数字を記載) 

・第1希望                （期間：   ） 

・第2希望                （期間：   ） 

・第3希望                （期間：   ） 

自 己 Ｐ Ｒ  

 

 

 

 

 



様式第3号（第9条関係）  

    年  月  日 

 

インターンシップ担当者報告書 

 

（あて先）岐阜市長 

学 校 名               

 

代表者名               

 

インターンシップの推薦に当たり、下記のとおり当学の担当者を報告します。 

教 育 機 関 名   

部 署 名   

ふ り が な   

担 当 者 氏 名   

住 所 

〒   － 

  

  

電 話    －   － 

Ｆ Ａ Ｘ    －   － 

Ｅ－ｍａｉｌ              ＠ 

単位認定の有無   有  ・  無 

単位認定条件 

（例 40時間以上で1単位 など） 

 

 

※記入に当たっては、推薦内容の確認などができる方をご記入ください。 

なお、担当者が複数いる場合には、代表の方をご記入ください。 

※本報告書は、岐阜市インターンシップ推薦書（様式第2号）の提出時に、併せて報告してく

ださい。 

※以後の連絡及び文書の送付などは、ご報告いただいた担当者を通じて行います。 

 



様式第4号（第10条関係） 

 

インターンシップ 実習プログラム 
 

実 習 生 氏 名   

受 入 所 属 名         部        課 

実習指導担当者  （氏名）         （職位） 
内線 

電話番号 
 

実 習 日 プログラム（業務内容） 実習場所 

 

   月   日 

    （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※プログラム（業務内容）については、できる限り具体的に記入すること。 

 ※実習場所については、課内であれば「課内」と記入し、イベントの準備作業等庁舎外で実

習を行う必要がある場合には、当該施設名及び連絡先（電話番号）を記入すること。 


